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稽古再開に向けて鰊デイ ドレィン

―コ回ナの脅威を知ろう

東京都貪J道連盟

lll遭再開直向けて

大切なことは、
lll道から感染クラスターを出さないこと I



新型コ国ナウイルスは魏症鰊0つ り方

0%沫感彙

せきやくりゃみで流Sミ飛沫の導にある

ウイルス粒子を吸い込む

0接触感業

ウイルスに汚染されたものをさわり、

それが眼、鼻、国を通じて入る

●換気の悪tl

密霧空間

郎 つ辮 O軽ゝ共同で使う構品には
清毒などをlll,てください。
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面マスク痙シール ド鰊―例
シール ド

今回使用した「面マスク」の一例

これを顔に巻き付け、票の後ろで級をしばり固定する

日と眼の個別型

乗沐熟散を防ぐために面マスク、シール

。準備運動 口素振 りの際から面マスクを着用
。稽古の時は、面マスクを着用
。さらに面の内債1か らシール ドをつける

ただし、慣れが必要 !:
0熱中症に注意 l→当初は稽古時間を短 く !

・水分補給を十分にする
。換気を十分にする

ドは必要

面の内側から
物見を中心にして、
さらに□を中心にして
シールドをはめ込む

今回は、一体型のものも
テストした

手ぬぐいを用いる

手ぬぐいを二つ折にする

その上部に組を縫い付ける

組の長さは、てぬぐい全体の長さ

下と側方に向かって建げる0(
菫長審●ユが言しくなら■ 索葉の
多くは 0ヽ手●ぐしヽ部分に霰春される。
IS●が終わったら、すぐに外して
ピニール螢に入れ、箭震するまでは
摯らない―●業防止対策



踪古再開スタジュール
θ       υ

第 1ステージノ
→

(体力をつける)

/
対人稽古自粛

/    1

聾[鼻]rf進行)

6/19～ 7月 ～8月 中旬まで

/

弟2ステー考
(暑 さに慣れる)

対人稽古再開

面マスク+シール ド

/

第3ステージ
J

(試合や審査に慣れる)

各種行事再開
」

ガイ ドライン遵守

/

8月 中旬以降

症状のなしヽ人がウイルスを出している

。症状が全くないのにウイルスを出している人がいる
。発症する2日 前からウイルスを出している
。ウイルスを出している1人から10～ 100人感染させる
。このような人が稽吉に参加する可能性がある
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高齢者 (〈65な )

。症状が軽い置とが多いが、重症化する危険性が高い
。高齢者は他の病気 (合併症)が多い
。高齢者はウイルス量も多く出している

筆策爾死亡睾

:=非公表や聾査中のデータ難く

(4月 19日 午後6時時点 厚生労醸鵞まとみ〕

httDs:〃w輌叩3.■うにoLiD/neWS/specta1/coronavirus/data‐ rete/
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」
霧鷲隧電0/。

稽古をして1ま しヽけない人

0風邪の症状 (く しゃみ、咳など)がある場合
。37.5℃以上の場合
。強いだるさ (倦怠感)や息苦しさがある場合
。同居家族や友人に感染が疑われる場合
。過去14日 以内に海外渡航歴がある場合
0海外在住者との濃厚接触歴がある場合
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高齢者 (65な以上)隋鰈含

1"糖尿病、Jは不全、呼扱器疾患のある場合

2.人工透析を受 Iサている場舎

3.免疫抑制剤や抗がんlllを使用している場合

0上記の場含|ま、極力、稽古を避 Iサ た方がよい
0稽古をする場合に|ま 、主治医とよく相談すること
。高齢者の稽古参加は慎重に I

貪J道を再開す鵞前に準備 しておくこと

。自宅で手や指などを消毒 (石鹸と水で30秒以上)

。道場に行くときもマスク
0参加者名簿
。道場の清掃 (モ ップで)

・お互いの距離を2m
。道場の中でもマスク
0面の内側には面マスク、シール ドを準備

・換気 (扇風機)J
・座礼はせずに立礼

褥



道鰈に入鵞前瘍注意

。マスクを着用
。体温を測る
。体調を確認する
。手と指をアルコール消毒
。名簿に氏名と体調を記入

・面マスクとシール ドを確認
。換気を確認
。立礼であいさつ

ノ

。余計なおしゃベ リはしない

稽古りの注意

る
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稽古後瘍注蔵
/

。立礼であいさつ (正座 1ま座礼はなし)

。更衣室でのおしゃベリ|ま禁止
。床を清掃 (モ ップ)

0剣道着と袴Iま こまめに洗濯 /
。lll道具 |ま アルコール入り除菌スプレーを噴霧
0シャワー|ま 3密を避ける
。マスクを着用 /

。まっすぐに帰宅

万が一、感築者が出た場合
/

。鮮璽胸模に季稽当貪Я
盟に報告

0稽古を申厨    /
。
準厚接触者をみつけ夕

0濃厚接触者にPCR検査を行うよう勧奨

⑮


